
　

３
月
２
日
（
水
）
教
育
長
室
で
、

九
州
地
区
と
県
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
功
労
者
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

本
田
尚
子
さ
ん
（
上
早
川
三
区
）
と

岡
本
泰
文
さ
ん
（
辺
場
区
）
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
た
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
な
ど
を
表
彰
す
る

も
の
。
本
田
さ
ん
は
、
甲
佐
町
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
町
民
の
体

力
向
上
や
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
の
意
識

高
揚
な
ど
に
15
年
以
上
従
事
。
岡
本

さ
ん
も
９
年
以
上
甲
佐
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
甲
佐
町
体
育
協
会

が
主
催
す
る
駅
伝
大
会
の
運
営
に
参

加
す
る
な
ど
長
年
の
貢
献
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　３月18日（金）本庁舎で、本町へ寄附い

ただいた未来創造株式会社（熊本市、松永浩

司代表取締役）と株式会社南星（熊本市、宮

部康弘代表取締役）に感謝状が贈られました。

　町では今年度から企業版ふるさと納税制度

による寄附を活用した地方創生に取り組んで

おり、同制度を活用した寄附は今回がはじめ

て。感謝状を手渡した奥名町長は「２社から

いただいた寄附金は、本町の地方創生を押し

進めていくために大切に使いたい」と感謝を

示しました。

上益城の魅力が詰まった２日間

かみましきマルシェが開催

スポーツのチカラで元気な町を

本田さん・岡本さんにスポーツ推進委員功労者表彰

町への寄附企業に感謝状

企業版ふるさと納税制度

▼自慢のパンやお菓子を買い求める来場者と会話を楽しむ古田さん（右）

▲未来創造の松永代表取締役（左）と南星の宮部代表取締役

▼

表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
本
田
さ
ん
（
右
）
と
岡
本
さ
ん

　

３
月
５
日
（
土
）
〜
６
日

（
日
）
蔦
屋
書
店
熊
本
三
年
坂
店

（
熊
本
市
中
央
区
）
で
、
上
益
城

地
域
の
特
産
品
や
店
舗
が
軒
を
連

ね
た
販
売
会
「
か
み
ま
し
き
マ
ル

シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
販
売
会
は
、
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
都
市
圏
に
近

い
「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
・
上
益

城
」
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
県
上
益
城

地
域
振
興
局
が
開
催
。
上
益
城
５

町
の
８
店
舗
が
、
農
産
物
や
加
工

品
、
雑
貨
な
ど
自
慢
の
商
品
を
並

べ
て
、
来
場
者
に
上
益
城
地
域
の

魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。
会
場
で

は
、
山
都
町
の
伝
統
芸
能
「
清
和

文
楽
」
の
展
示
な
ど
も
行
わ
れ
、

足
を
止
め
た
買
い
物

客
ら
が
店
主
と
の
会

話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

古
民
家
ホ
テ
ル
「
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
甲

佐 

疏
水
の
郷
」
内
に

店
舗
を
構
え
る
古
田

良
子
さ
ん
（
大
町
区
）

は
自
慢
の
パ
ン
な
ど

を
販
売
。「
こ
の
マ
ル

シ
ェ
を
通
し
て
、
こ

れ
ま
で
甲
佐
町
を
訪

れ
た
こ
と
が
な
い
皆

さ
ん
に
こ
の
ま
ち
の

い
い
と
こ
ろ
を
届
け

ら
れ
た
ら
嬉
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。
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　２月20日（日）町役場から国指定史跡「陣ノ

内城跡」を歩いて巡る、ふるさとふれあいウォー

クが開催されました。

　このウォーキングイベントは、新たな地域資源

の掘り起しとその魅力に触れてもらうことを目的

に、地域の活性化に取り組む「農村の豊かさと福

祉を学ぶふるさと自然塾」（髙橋恵子代表）が主

催。町内外から参加した約30人が、陣ノ内城跡

に残された大規模な空堀や土塁を巡る約５キロの

コースを散策しながら、菜の花が咲く里山の春を

楽しみました。

　散策中、ガイド役を務めた自然観察指導員の中

田裕一さん（宇城市）が木々の芽吹きなどを丁寧

に説明。陣ノ内城跡では甲佐町文化財保護委員の

北里義友さん（津志田区）の説明を聞きながら参

加者はその大きさを体感しました。

　イベントを企画した髙橋さんは「陣ノ内城跡に

はじめて訪れたという声も多かった。実際に現地

を歩いてもらうことで、甲佐の良いところを五感

で感じてもらえたら」と笑顔を見せました。

　１月12日（水）第65回熊本県広報コンクー

ルの審査が熊本日日新聞本社で行われ、「広

報こうさ」が広報紙部門・町村部で３位とな

る佳作を受賞しました。

　同コンクールは、市町村の広報活動の活性

化および広報紙編集技術の向上を目的に県内

自治体の広報担当課でつくる県広報協会と熊

本日日新聞社が主催。本紙が同コンクールで

入選するのは平成23年以来10年ぶり、広報

紙の部では平成13年の佳作受賞以来20年ぶ

りとなりました。

「広報こうさ」が県３位入選

第６５回県広報コンクール

▲甲佐町で素晴らしい活動を続ける皆さんと作った広報紙

春の里山を歩いて体感 

甲佐町ふるさとふれあいウォーク

▲免の山周辺を歩いて巡るふるさとふれあいウォークで、小雪が舞う中
　菜の花が咲く陣ノ内城跡を散策する参加者の皆さん

　

２
月
12
日
（
土
）
甲
佐
神
社
で
講

演
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
が
地

域
の
歴
史
を
見
つ
め
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
宮
内
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
（
園
田
豊
会
長
）
が
同
神
社

で
宮
司
を
務
め
る
赤
星
出
さ
ん
（
上

揚
区
）
を
講
師
に
開
催
。
同
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
約
20
人
が
、
コ
ロ
ナ
終

息
祈
願
の
後
、
宮
内
地
区
に
息
づ
く

甲
佐
神
社
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　

赤
星
さ
ん
は
甲
佐
神
社
の
興
り
や

境
内
に
あ
る
主
祭
神
の
御
陵
地
、
国

宝
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
参
加
し
た
後
藤
ハ
ル
ミ
さ

ん
（
上
揚
区
）
は
「
地
元
の
神
社
だ

が
、
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
。

歴
史
あ
る
甲
佐
神
社
を
未
来
に
残
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

甲佐神社とつながる宮内の暮らし

宮内地区社会福祉協議会が地域を学ぶ

▼

宮
司
の
赤
星
さ
ん
（
右
）
か
ら
説
明
を
受
け
る
参
加
者
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